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■論 説 ■

第8圃椛界エネルギーエコ）ミスト協会年沢大会に参加して
Report on the 8 th IAEE International Annual Conference 

第8回ttt界エネルキーエコノミスト協会年次大会は，

（財）日本エネルキー経済研究所創立20周年記念国際エ

ネルキーシンポシウムを兼ねた形で，人る 6月5,6,7 

日の 3日間にわたり，経団連会館で行われました．

世界エネルギーエコノミスト協会(IAEE: Inter -

national Association of Energy Economists) 

は，すでに本誌第 7巻第 2号 (86年 3月号）で報告し

ているように， 1977年に設：りされ，現在39ケ国，会員

数約 2,000名を有するエネルギー経済問題研究の祖界

で最も大きなネ y トワークで，本第 8回大会にも，洵

外から約 200名のガか参加されました． 日本側の参加

者も約 200名にのはりました．

会議は， 1日目， 2日目か全体会議で， 3日目かテ

ーマに分れた分科会という形で行われました．

第 1日目は，開会の挨拶，祝辞のあとスプロト・イ

ントネシア鉱業エネルギー大臣か特別基調講演を行

い，次いて，［将来のエネルギーのための決断ー挑戦

と機会」という本大会の標語を冠した全体会議が行

われました．午後に入って， ラウンドテープ）レ ll世

界石油市場：オイ）レヒジネスの現状と屁叩」ラウンド

テーフル 2 「担界ガス市場］か行われ，更に 2日目に

入ってラウンドテープ）レ 3!屯力化と将来の電力供給，

ラウンドテープ）レ 4 「環太平洋エネルギー問題Iラウ

ントテーブル 5Iエネルギー需要構造の変化］か行わ

れました． この他に全体会議のスピーチとして， IAEE

賞受賞者記念講演，外務省経済局長，資源エネ）レギー

庁長官， インド鉄鋼鉱山大臣のスピーチかありました．

全体会議のスピーチ， ラウンドテーフルから主な内

容を以下簡単に紹介しておきましよう．

ます特別基調講旗において，スフロト大臣は次のよ

うな点を強調しておりました．

第 1は， OPECの基本方針としては，失われた市場
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シェアを取り戻すことを，昨年12月に決定しており，

この力針は硯在ても変っていないという点です．

第 2として，市場を安定させるためには， OPECと

非OPEC産油国か共通の理解に逹することか望ましい

ことを強調し

第 3点として，原油価格は，長期的には28トル／ハー

レ）レに徐々にひきあけられていくと思われるか，個人

的見解として，短期的には，本年末に向けて18~20ド

ル／ハーレルになるのではないかと述べておりました．

次に，「将来のエネルギーのための決断」という全体

会議では，ます司会の生田エネルギー経済研究所理事

長は，マーケットリーダーか消滅したために石油市場

か投機的市場になってしまった，複数のマーケットリ

ーダーかててきて市場か安定するようになると思われ

るか，それまでには時間かかヽるだろうと指摘しまし

た．

次に第 1スピーカーのラン・ティアンファン中国石

化事槃顧問は，中国の石油政策の基本方針として次の

7点をあげておりました．

1. 石油・ガスの探査・開発活動の強化

2. 石油の高度利用．重油としての使用を削減し，

石化原料，軽質石油製品としての使用を増大させ

る．

3. 原油と燃料油の配分を最適化する．

4. 効率向上と省エネルキーのため価格を徐々に引

き上ける。

5. 高度技術の導人をはかる．

6. 大陸棚石油開発のために国際協力をす＼める．

7. 事業の直接管理をゆるめ，できるたけ間接管理

に移行することにより，中国経済の活性化をはか

る．

また， この他に，世界石油市場の安定化のために，

中国は，石油輸出を増大しないと発言し，注目されま

した．

次に横堀 IEA情報緊急ヽンステム業務局長は， IEA
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の長期エネルギー目標は現在も有効であり，原油価格

が低落している今のような時期にこそ警戒をゆるめて

はいけないとしておりました．

最後に， フランケル・ペトロリアムエコノミックス

社社長は，石油市場には，かって自由な市場が存在し

たことはなかった，石油市場は， 自己調節的でなく自

己破壊的である，現状を放置すれば，石油探査開発へ

の投資が減少し，結局，再びOPEC石油への依存を

高めざるを得なくなる．このことは決して望ましいこ

とではないので，関係者は長期的視野にたって行動す

べきだと述べておりました．

次にラウンドテーブル 1 「世界石油市場：オイルビ

ジネスの現状と展望」では，まずレポーターのグッド

マンGOTCON. V社長は，ネットバック価格は市場

を安定させなかった，産油国の下流部門進出等の構造

的変化が進展している， ともかくどんな価格であって

も石油会社にとっては石油を売ることが先決である等

々の報告をしました．

次にパネリストのシェブロン石油チーフェコノミス

ト・オブライエン氏は，いまや原油価格は，製品価格

が決定しており，原油価格安定化の責任をOPECばか

りに負わせるべきではない，石油精製能力過剰は90年

代に入っても続くだろうと述べていました．

中原東亜燃料工業社長は，消費者が可処分所得から

エネルギー購入にふりあてる割合は10形を起えない，

超長期的にみて，原油価格は， 1960年価格で5ドル／バ

ーレル(1986年価格では，約20ドル／バーレル）程度か

ピークであり， 2000年くらいまでこの水準を越える

ことはないのではないかと指摘して注目されました．

ブリティッシュ・ペトロリアム石油販売部長のホー

クショー氏は，新規探査のためには， 20ドル／バーレル

か必要である，スポット市場の重要性は更に増大する，

販売政策がしっかりしている石油会社は現在も経営状

況が良好であるし，今後ともそうなる等々と発言しま

した．

次にラウンドテープル 2「世界ガス市場」に移りま

すと，まず報告者のエーブラム前サザンカリフオルニ

アガス会長は，北米ガス市場は，アメリカの天然ガス，

パイプラインのデレギュレーションによって非常にフ

レキシプルになり，スポット市場の重要性も増大して

きたと指摘しました．

シエル・カナダ社副社長のストーンマン氏は，アメ

リカとカナダの天然ガス貿易について以下のような点

を指摘しておりました．昨年のカナダの天然ガス生産
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量のうち35％かアメリカに輸出されたが，これはアメ

リカのガス消費量の 5％にすぎない， アメリカのガス

パイプラインの自由化はまだ不十分であり，アメリカ

の産ガス業者が保護されているし，両国ともに保護的

関税と輸出コントロールを行っている，真に自由な北

米ガス市場が実現されるには取りはらわなければなら

ないバリアーが沢山あるとしておりました．

英王立国際問題研究所のスターン氏は，欧州ソ連ガ

ス市場について，かなりフレキシブルになっているが，

欧州としては，政治的理由から， ソ連ガスヘの依存度

を極端に大きくすることを避けるだろうとしておりま

した．

東京ガスの安西常務取締役は． 日本の LNG需要の

伸びは大きくないだろう， LNGの競争力を保つため

に契約のフレキシビリティが必要だと述べました．

次にラウンドテーブル 3「電力化と将来の電力供給」

では，まず報告者の依田東京電力常務取締役か．以下

のような基調報告を行いました．

まず電力化率の測り方には．一次エネルギ一段階で

の測り方と二次エネルギー段階での測り方があり．両

者を区別する必要があるとの指摘を行い．次いでい

ずれの測り方をとっても電力化は今後一層進展し．日

本の場合，電力化率は，一次エネルギ一段階の測り方

で1985年の38％から， 2000年に42%, 2030年には60%

に達するだろうという見方が披露されました．またエ

ネルギーベストミックスが重要だと述べ，その要素と

して， 1．セキュリティ， 2．コスト， 3．技術，． 4国際性

5．環境という 5つの項目をあげました．

次に，インドネシア鉱業エネルギー省電カ・新エネ

ルギー局長のアリスムナンダー氏，メキシコ電力委員

会副委員長アイベンシュッツ氏は，発展途上国からみ

た電力化の問題をとりあげ，発展途上国でも電力化は

必要である．電力化は社会問題の視点からとりあげら

れる必要があり，必らずしもコストが低くない電源を

とり入れなければならないケースもある．問題は電力

化に必要な巨額の資金であり，この点については先進

工業国からの協力が望まれる等々の指摘がなされまし

た．

最後にフランス電力企画部長のグニ氏は， フランス

における原子力発電の有利さ，限界コストにもとづく

料金制の電力化への貢献を強調しました．

ラウンドテーブル 4 「環太平洋エネルギー問題」で

は，まず報告者のイーストウエストセンターエネルギ

ープログラムリーダーのフェシャラキ氏から以下のよ
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うな基調報告か行われました，環太平洋地域は，エネ

ルギー市場の自由化が，欧米に比べて遅れており，消

費者が自由競争のメリットをうけている度合が小さい，

いまやエネルギーを管理する官庁は必要がないのでは

ないだろうかといったもので，論争的なものでした．

この報告に対し，元台湾電力会長のチェン氏は，エ

ネルギー政策の基本はなおセキュリティの確保にあり

このためには，多少高い原油でも購入するとの発言を

行っていました．資源エネルギー庁企画調査課長林氏

もエネルギー政策の最重要目標は，いぜんとしてエネ

ルギー供給の安定確保であり，そのための政策が，現

在のように市場がゆるんでいるときにこそ必要なのだ

という反論を行っていました．

オーストラリアジョイントコールボード会長のウイ

ルコックス氏も，オーストラリアの石炭産業の発展の

ためには，政府のガイドが必要だという発言をしまし

た．

ペトロナス上級副社長のハディ氏は， この地域にお

ける石油市場は十分に競争的であり，消費者は，競争

の恩恵を十分にうけていると述べるとともに， この地

域には，ガス資源が豊富なので，ガスの開発，利用を

推進すべきだと指摘しておりました．

質疑応答の中で，環太平洋協力ということが，声高

にいわれているが，具体的にどのような協力が行われ

ているのかという質問がありました．これに対し，林

課長は，例えば．本年 3月に，東京で環太平洋エネル

ギー会議を開催したが，更にこれを継続し，具体的な

プロジェクトに発展させたいという答弁をしておりま

した．ハディ氏は， ともかく話し合いだけでなく，具

体的なプロジェクトとして，一刻も早く，環太平洋協

力を実のあるものにしてもらいたいと注文しておりま

した．

ラウンドテーブル 5 「エネルギー需要の構造変化」

では，カリフォルニア大学ローレンスバークレー研究

所国際エネルギー研究グループリーダーのシッパー氏

が．基調報告を行い，如何に先進工業国において．

エネルギー使用効率が向上したかを説明するとともに，

今後，先進国のエネルギー需要，なかんづく石油需要

は殆んど増えないだろうと述べました．

パネリストの藤目エネルギー経済研究所研究部副部

長は． 日本の事情について更に詳細な分析結果を報告

し， 日本においても，エネルギー需要なかんづく石油

需要は将来回復するにしても，極めて小さいだろうと

述べ， シッパー氏と同様の見方を出しました．
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これに対し，アモコ石油チーフェコノミストのエッ

ク氏は，かって人々はエネルギー石油需要を過大にみ

るという誤ちを犯したが，いまや過小にみるという誤

ちをおかしているようにみえると指摘しました．彼に

よれば，特にアメリカにおける交通用の石油需要は，

GNPと弾性値 1の関係でのびてきており，今後もそ

の伸びか続くだろう．その結果アメリカの石油需要は

着実に増加し，アメリカの石油輸入量は， 1990年には，

現在の 2倍に増大する可能性があるとしておりました．

これに関連して，質疑応答の中で，エネルギーコン

サルタントのスキャンラン氏は，先進国のエネルギー

需要の伸びは小さくなるかも知れないが，エネルギー

多消費産業か発展途上国へ移転されることもあり，世

界全体でみると，エネルギー需要が，大きく減ること

はないだろうと指摘しておりました．

インドタタエネルギー研究所所長のパチャウリ氏は

発展途上国におけるエネルギー利用効率の向上の見通

しは明るくなく，エネルギー •GNP弾性値も低くな

らないだろうと指摘しておりました．

以上， ラウンドテープルを中心に，全体会議の主な

論点を紹介しました．選んだわけではないのですが，

それぞれのラウンドテープルの報告者，パネリストの

中に，対立する意見の持ち主がおり，日本人だけの討

論会にありがちなあたらずさわらずのものとちがって，

久し振りにラウンドテーブル，討論会を楽しむことが

できました．

3日目は， 12のテーマについて分科会を行いまし

た．最初のパラレルセッションは， 3日目の 9時～10

時30分に行われ， 1.2000年の世界エネルギー需給， 2. 

エネルギー経済， 3原子力の役割， 4．開発途上国のエ

ネルギー計画， 5．エネルギーの投資と資金調達， 6．エ

ネルギー技術環境の 6つの分科会に分れて行われる予

定でしたが， 3の原子力の役割については，提出され

たペーパーが少なかったところから中止し，結局 5つ

の分科会に分れて行われました．

次のパラレルセッションは， 11時～12時30分に 7世

界石油およびガス市場， 8．電力化， 9．エネルギーモデ

ルの役割， 10．エネルギー需要分析， 11．アジア太平洋

石油およびガス市場， 12.国際協力の経済的インプリ

ケーションの 6つの分科会に分れて行われました．

このパラレルセッションには，一年ほど前から，発

表ペーパーの募集をしておりましたが，結局約 100編

のペーパーが，世界各地から寄せられました．それぞ

れのパラレルセッションにおいて活発な議論が行われ

- 3 -
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たのてすか，何分にも，セノションの数か沢山あり，

要点をまとめるたけでもかなりの枚数になってしまい

ますし，特に興味深い論文をとり出すというのも， こ

れまた私の関しヽたけで竹うというのはははかられるの

でこ＼では，このようなセノションに分れて分科会か

行われたということでととめておきます．

エネルキー・資源

担界エネルキーエコノミスト協会の年次大会は， こ

れまて， ワシントン，ケンフリノチ（イキリス），ニュ

ーテリー，ホン等て行われ，今回束京で開催されたわ

けてすか， 1987年は，カナダのカルカリーて， 1988年

は，｝レクセンフルグて開催されるf定になっています。

（財）日本エネルキー経済研究所
国際エネルキーシンポシウム 第 8回世界エネルギーエコノミスト協会年次世界大会

則立 20 周年記念

将来のエネルギーのための決断

機会と挑戦

プ 口

と き 1986年 6月5Iれ木）～ 7日［土）

ところ 経団連会館国際会議場ほか

主催 （財）日本エネルギー舒済研究所

世界エネルキーエコノミスト協会

後援通 商 産 業 省

協賛 （ 財 ） 国 際石油流通センター

6月5日（木） ー同時通訳

8 : 00~ 9 : 30 レジストレーンョン

9 : 30~ 10 : 00 開会の挨拶

l． 向坂正男 （財）日本エネ）レギー経済研究所会長

2 ジェーン・カーター氏

世界エネルギーエコノミスト協会会長

祝辞渡辺美智雄氏通商庄菓大臣

10: 00~10: 30 特別基調講演 スブロト氏

イントネシア 鉱業エネルギー大臣

10: 30~12: 30 プリーナリーセッション

「将来のエネルギーのための決断 ー挑戦と機会

新たな世界石油情勢のもとで一一

議 長 生田豊朗

（財）日本エネルギー経済研究所理事長

韮調講演 向坊 隆氏

原子力委員会委員長代理

閾ffl 方氏

中国石化国際事業公司顧問

中国エネルギー研究会理事

横堀恵ー氏

IEA情報緊急システム業務局長

12: 30~13: 30 ランチ （ダイヤモンドルーム12階）

スピーチ 国広 道彦氏外務省経済局長

13: 30~15: 30 ラウンドテーブル 1 

1世界石油市場：オイ）レビジネスの現状と展噸J

グ
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ラ ム

議 長

報告者

ヒエー）レ・テプレリー氏

フランス 石油研究所会長

ハーパート I.グッドマン氏

ゴトコ N. V.社長

パネリスト ジョン・ホークショウ氏

フリティ yシュ・ペトロリアム石油販売部長

中原伸之氏東亜燃料工業闊社長

テニス・オプライエン氏

カルテックス石油チーフエコノミスト

16: 00~18: 00 ラウンドテーブル 2 

「世界ガス市場」

議 長スチュアート・カーク氏

ARCOアラスカ副社長

報告者 ジョン・エイブラム氏

前サザン・カリフォルニア・ガス会長

ハネリスト 安西邦夫氏東点ガス咋常務取締役

ジョナサン・スターン氏

英」：立国際問題研究所

D.じストーンマン氏

シェ｝レ・カナダ副社長

19 : 00~20: 30 ディナー（ダイヤモンドルーム12階）

スピーチ 野々内隆氏資源エネルギー庁長官

6月6日（金） —-同時通訳一

9 : 30~11 : 30 ラウンドテーブル 3 

！電力化と将来の電力供給J

議 長サム・シュール氏

EPRIエネルギ-スタディーセンタ一部長代理

報告者依田直氏東京電力（株常務取締役

パネリスト A・アリスムナンダー氏

イントネシア 鉱菓エネルギー省

電カ・新エネルギー局長
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ホアン・アイベンシュ、Jツ氏

メキシコ 屯）］委員会副委員長

L.グニ氏 フランス電力企画部長

11: 30~12: 15 IAEE賞受賞者溝演

ジョン・リヒトプラウ氏 石油尭業研究財団罪事長

講演（前年受賞者） ポール・フランケル氏

ペトロリアム・エコノミックス・リミテ、ノト会長

13: 00~15: 00 ラウントテーブル 4 

「環太平洋エネルギー問題」

議 長大島 恵ー氏

国際エネルギー政策フォーラム副議長

報告者 フェライダン・フェシャラキ氏

イースト・ウエスト・センター

エネルキープログラムリーダー

パネリスト 陳蘭泉氏前台湾電力会長

ラスタム・ハディ氏

ペトロナス上級副社長

林 康夫氏

資源エネルギー庁企両調査課長

ジャソク・ウィルコックス氏

オーストラリア石炭協会会長

15: 30~]7: 30 ラウンドテーブル 5 

Iエネルギー霊要構造の変化」

議 長イオン・スタンチェスク氏

国際エネルギーコンサルタント

報告者 リー・ンソパー氏

カリフォルニア大学ローレンス・バ

ークレー研究所国際エネルギー研究

グループリーター

パネリスト テ y ド・エソク氏

AMOCO石油（インディアナ）

チーフエコノミスト

藤目和哉

（財）日本エネルギー経済研究所

総合研究部副部長

R. K.パチャウリ氏

インド タタエネルギー研究所所長

17 : 40 バス出発（経団連会館前）

18 : 00~20 : 30 日本庭園観賞とヒュッフェパーティー

（八芳園）

6月7日（土） 英語のみ

9 :00~10:30 パラレル セッション

1. 2000年の但界エネルギー需給(10階1001号室）

議 長ハーマン・フランセン氏

401 

オマーン 石油省顧問

富 舘 孝 夫

（財）日本エネルギー経済研究所

理事・総合研究部長

2. エネルキーと経済 (10階1002号宅）

議 長佐和隆光氏

京都大学経済研究所教授

3. I京子力の役割

議 長高西直哉氏関西電力昨支配人

4. 開発途上国のエネルギー計画 (9階 901号室）

議 長ポール・テンペスト氏

シェル・インターナショナル広報部長

5. エネルギー投資と資金調達 (I I階1103号室‘)

議 長ギルバート・エスコベト氏

メキシコSOMEX銀行ディレクター

6. エネルギー・技術・環境 (9階 906号室）

議 長 トニー・スキャンラン氏

ALEC社社長

11 : 00-12: 30 パラレルセッション

7. 世界石油およびガス市場 (10階1001号室）

議 長 ウォルター・ミード氏

カリフォルニア大学経済学部教授

8. 電力化 (10階1002号室）

議 長加納時男氏

東京電力闊関連事業部長

9. エネルギーモテルの役割 (11階1103号室）

議 長 ジョン・ウェイヤント氏

スタンフォード大学・エネルギーモ

デリングフォーラム・ディレクター

10. エネルギー需要分析 (9陛906号室）

議 長茅 陽一氏東京大学工学部教授

11. アジア・太平洋石油およびガス市場(9階 901号室）

議 長 フェライダン・フェシャラキ氏

イースト・ウェスト・センター

エネルギープログラムリーダー

12. 国際協力の経済的インプリケーションCll階1104号室）

議 長 ウイリアム・ホーウィ y チ氏

パーデュー大学経済学部教授

12: 30-13: 30 フェアウェ）レ・パーティー

（国際会議場 11階）

スピーチ K. C.パント氏

イント‘ 鉄鋼鉱山大臣

閉会の挨拶 生田豊朗

（財）日本エネルギー経済研究所理事長
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